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ボーデの法則とは太陽から惑星までの平均距離 an が次の数列に従うというもの  

である。      an=0.4+0.3×2n 

この式は水星から天王星までにはよくフィットし、小惑星ケレスの発見（1801 年）に

は役立ったが海王星より先は合わなくなった。この数列はどのように導かれたものか、

数列は習う立場でも教える立場でもいやなものだが、ややこしいときには階差をとっ

て対数をとって･･･というのが定石なので、式の形も考えずにやってみよう。  

惑星番号（Ｂ列）としては金星に 0、地球に 1、ケレスに 3、天王星に 6 を当てる。

なお水星には－∞を当てる。各惑星の平均距離（Ｃ列）の差（Ｄ列）をとり、さらに

その対数（Ｅ列）を計算する。そしてＢ列とＥ列の値を散布図にプロットすると直線

状に並ぶ。最小二乗法で、というより点を右クリックすればすぐに求まるが、近似直

線と R2 値（相関係数の 2 乗）をも記入してみると、もっともらしい図ができる。  

水星の an を含めた場合、R2 値は 0.95 だが、含めない場合には 0.99 とウソ～と言い

たくなる（右図）。さて、この直線の勾配と切片が得られた後は高校数学の練習問題で

E 列は公差 0.3075 の等差数列であり、対数を真数に戻すとＤ列は 0.136×2.030n とな

り、Ｃ列の近似数列は 0.397+0.336×2.030n と求めることができた。  

y = 0.3075x - 0.8651

R2 = 0.9976
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今さらボーデの法則の導出でもないが、Excel を使うデータ分析の演習問題には適

切だろう。  

 

 

 

 

 

  


